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県 道 野 田 牛 久 線 改 築 工 事 （ 都 市 軸 道 路 ・

茨 城 県 守 谷 市 松 並 字 相 野 谷 地 内 か ら 同 県

筑 波 郡 谷 和 原 村 大 字 成 瀬 字 成 瀬 地 内 ま で

） 並 び に こ れ に 伴 う 村 道 及 び 農 業 用 水 路

付 替 工 事 に 係 る 認 定 理 由 に つ い て

第 １ 起 業 者 の 名 称 茨 城 県

第 ２ 事 業 の 種 類 県 道 野 田 牛 久 線 改 築 工 事 （ 都

市 軸 道 路 ・ 茨 城 県 守 谷 市 松 並 字 相 野 谷 地 内 か

ら 同 県 筑 波 郡 谷 和 原 村 大 字 成 瀬 字 成 瀬 地 内 ま

で ） 並 び に こ れ に 伴 う 村 道 及 び 農 業 用 水 路 付

替 工 事

第 ３ 起 業 地

１ 収 用 の 部 分 茨 城 県 守 谷 市 松 並 字 相 野 谷 、

字 相 野 谷 道 下 、 字 古 城 沼 及 び 字 沼 崎 並 び に 赤

法 花 字 堤 下 及 び 字 天 子 古 台 地 内
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同 県 筑 波 郡 伊 奈 町 大 字 青 木 字 青 木 並 び に 大 字

青 古 新 田 字 前 耕 地 及 び 字 大 堀 向 地 内

同 県 同 郡 谷 和 原 村 大 字 筒 戸 字 沼 、 字 下 塚 及 び

字 相 野 谷 、 大 字 下 小 目 字 内 中 耕 地 、 字 内 中 、

字 下 小 目 及 び 字 内 谷 東 耕 地 並 び に 大 字 成 瀬 字

成 瀬 地 内

２ 使 用 の 部 分 な し

第 ４ 事 業 の 認 定 を し た 理 由

平 成 1 6 年 ３ 月 1 1 日 に 茨 城 県 よ り 申 請 の あ っ

た 県 道 野 田 牛 久 線 改 築 工 事 （ 都 市 軸 道 路 ・ 茨

城 県 守 谷 市 松 並 字 相 野 谷 地 内 か ら 同 県 筑 波 郡

谷 和 原 村 大 字 成 瀬 字 成 瀬 地 内 ま で ） 並 び に こ

れ に 伴 う 村 道 及 び 農 業 用 水 路 付 替 工 事 （ 以 下

「 本 件 事 業 」 と い う 。 ） に 関 す る 事 業 認 定 の

理 由 は 、 以 下 の と お り で あ る 。

１ 土 地 収 用 法 第 2 0 条 第 １ 号 の 要 件 へ の 適 合 性
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に つ い て

本 件 事 業 の う ち 、 県 道 野 田 牛 久 線 改 築 工 事

（ 以 下 「 本 体 工 事 」 と い う 。 ） は 、 道 路 法 （

昭 和 2 7 年 法 律 第 1 8 0 号 ） 第 ３ 条 第 ３ 号 の 都 道

府 県 道 に 関 す る 工 事 で あ り 、 土 地 収 用 法 第 ３

条 第 １ 号 に 掲 げ る 道 路 法 に よ る 道 路 に 関 す る

事 業 に 該 当 す る 。

ま た 、 本 体 工 事 の 施 工 に よ り 遮 断 さ れ る 村

道 及 び 農 業 用 水 路 の 機 能 を 維 持 す る た め の 付

替 工 事 （ 以 下 「 関 連 工 事 」 と い う 。 ） に つ い

て は 、 村 道 付 替 工 事 に つ い て は 道 路 法 第 ３ 条

第 ４ 号 の 市 町 村 道 に 関 す る 工 事 で あ り 、 本 体

工 事 と 同 様 土 地 収 用 法 第 ３ 条 第 １ 号 に 掲 げ る

事 業 に 該 当 し 、 農 業 用 水 路 付 替 工 事 は 同 条 第

５ 号 に 掲 げ る 地 方 公 共 団 体 等 が 設 置 す る 用 水

路 に 関 す る 事 業 に 該 当 す る 。
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し た が っ て 、 本 件 事 業 は 、 土 地 収 用 法 第 2 0

条 第 １ 号 の 要 件 を 充 足 す る と 判 断 さ れ る 。

２ 土 地 収 用 法 第 2 0 条 第 ２ 号 の 要 件 へ の 適 合 性

に つ い て

本 件 事 業 は 、 茨 城 県 守 谷 市 大 柏 字 天 神 原 地

内 か ら 同 県 筑 波 郡 谷 和 原 村 大 字 成 瀬 字 成 瀬 地

内 ま で の 延 長 5 , 2 3 0 ｍ の 区 間 （ 以 下 「 本 件 区

間 」 と い う 。 ） を 全 体 計 画 区 間 と す る 県 道 野

田 牛 久 線 の 改 築 事 業 で あ る と こ ろ 、 道 路 法 第

1 5 条 に お い て 「 都 道 府 県 道 の 管 理 は 、 そ の 路

線 の 存 す る 都 道 府 県 が 行 う 。 」 と さ れ て い る

こ と か ら 、 本 件 事 業 の 起 業 者 で あ る 茨 城 県 は 、

本 件 事 業 を 施 行 す る 権 能 を 有 す る と 認 め ら れ

る 。

し た が っ て 、 本 件 事 業 は 、 土 地 収 用 法 第 2 0

条 第 ２ 号 の 要 件 を 充 足 す る と 判 断 さ れ る 。
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３ 土 地 収 用 法 第 2 0 条 第 ３ 号 の 要 件 へ の 適 合 性

に つ い て

( 1 ) 申 請 事 業 の 施 行 に よ り 得 ら れ る 公 共 の 利

益 に つ い て

本 件 事 業 は 、 大 都 市 地 域 に お け る 宅 地 開

発 及 び 鉄 道 整 備 の 一 体 的 推 進 に 関 す る 特 別

措 置 法 （ 平 成 元 年 法 律 第 6 1 号 ） （ 以 下 「 宅

鉄 法 」 と い う 。 ） に 基 づ き 、 茨 城 県 が 平 成

３ 年 1 0 月 に 重 点 地 域 と し て 指 定 し た 守 谷 地

域 と 伊 奈 ・ 谷 和 原 地 域 （ 以 下 「 宅 鉄 法 の 重

点 地 域 」 と い う 。 ） を 直 接 的 に 結 ぶ こ と に

よ っ て 、 こ れ ら の 地 域 の 発 展 を 促 進 し 、 こ

れ に 伴 う 交 通 需 要 の 増 大 に 対 処 す る こ と を

主 な 目 的 と し て 、 県 道 野 田 牛 久 線 を 道 路 構

造 令 （ 昭 和 4 5 年 政 令 第 3 2 0 号 ） 第 ４ 種 第 １

級 の 規 格 に 基 づ く ４ 車 線 道 路 と し て 改 築 す
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る 事 業 で あ る 。

茨 城 県 守 谷 市 、 同 県 筑 波 郡 伊 奈 町 及 び 同

県 同 郡 谷 和 原 村 周 辺 地 域 に お い て は 、 宅 鉄

法 に 基 づ く つ く ば エ ク ス プ レ ス の 開 通 が 平

成 1 7 年 度 に 予 定 さ れ て お り 、 こ れ に 伴 い 宅

鉄 法 の 重 点 地 域 で は 、 特 定 土 地 区 画 整 理 事

業 等 の つ く ば エ ク ス プ レ ス 沿 線 開 発 が ３ 地

区 で 進 め ら れ 、 都 市 基 盤 整 備 が 進 展 し て い

る こ と か ら 、 今 後 の 人 口 の 増 加 が 見 込 ま れ

て い る 。

ま た 、 自 動 車 保 有 台 数 に つ い て も 、 守 谷

市 で は 、 平 成 ９ 年 度 の 2 5 , 3 4 8 台 に 対 し て 平

成 1 3 年 度 に は 2 9 , 6 3 1 台 と 、 1 6 . 8 ％ の 伸 び を

示 し て お り 、 今 後 の つ く ば エ ク ス プ レ ス の

開 通 及 び 都 市 基 盤 整 備 の 進 展 に 伴 い 、 更 な

る 増 加 が 予 想 さ れ て い る 。
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一 方 、 茨 城 県 内 の 県 道 野 田 牛 久 線 の 現 道

は 、 守 谷 市 か ら 伊 奈 町 、 つ く ば 市 を 経 由 し

て 牛 久 市 に 至 る 主 要 幹 線 道 路 で あ る と こ ろ 、

宅 鉄 法 の 重 点 地 域 を 直 接 的 に 連 絡 す る 線 形

で は な い こ と か ら 、 良 好 な 市 街 地 の 形 成 に

必 要 な 都 市 の 骨 格 を 形 成 す る 交 通 基 盤 の 確

保 が で き な い の み な ら ず 、 車 線 数 が ２ 車 線

で あ り 、 増 大 す る 交 通 需 要 に 対 処 で き な い

状 況 で あ る 。

本 件 事 業 の 完 成 に よ り 、 つ く ば エ ク ス プ

レ ス の 両 側 に ４ 車 線 の 道 路 が 整 備 さ れ る こ

と と な り 、 宅 鉄 法 の 重 点 地 域 が 直 接 的 に 連

絡 さ れ る こ と か ら 、 良 好 な 市 街 地 形 成 の 促

進 に 寄 与 し 、 こ れ に 伴 う 交 通 需 要 の 増 大 に

十 分 対 処 す る こ と が 可 能 と な る も の と 認 め

ら れ る 。
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な お 、 本 件 事 業 は 平 成 ６ 年 ３ 月 1 7 日 に 都

市 計 画 が 決 定 さ れ た 事 業 で あ り 、 事 業 計 画

の 内 容 は 都 市 計 画 と 基 本 的 に 整 合 し て い る

も の で あ る 。

以 上 の こ と か ら 、 本 件 事 業 の 施 行 に よ り

得 ら れ る 公 共 の 利 益 は 、 相 当 程 度 存 す る も

の と 認 め ら れ る 。

( 2 ) 申 請 事 業 の 施 行 に よ り 失 わ れ る 利 益 に つ

い て

本 件 事 業 は 、 環 境 影 響 評 価 法 （ 平 成 ９ 年

法 律 第 8 1 号 ） 及 び 茨 城 県 環 境 影 響 評 価 条 例

（ 平 成 1 1 年 茨 城 県 条 例 第 ７ 号 ） 等 に 定 め る

環 境 影 響 評 価 の 実 施 を 義 務 づ け ら れ て は い

な い が 、 起 業 者 で あ る 茨 城 県 は 、 本 件 区 間

及 び そ の 周 辺 の 生 活 環 境 に 配 慮 し 、 任 意 に

大 気 汚 染 、 騒 音 及 び 振 動 に つ い て 環 境 影 響
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評 価 を 実 施 し て い る 。 そ の 結 果 、 大 気 汚 染

及 び 振 動 に つ い て は 環 境 基 準 を 満 た し て お

り 、 騒 音 に つ い て は 、 一 部 環 境 基 準 を 越 え

る 値 が み ら れ る も の の 、 遮 音 壁 を 設 置 す る

こ と に よ り 当 該 基 準 を 満 た す も の と 評 価 さ

れ た 。 こ の た め 、 起 業 者 は 、 本 件 事 業 の 工

事 施 行 後 に お い て 、 必 要 に 応 じ て 調 査 を 行

い 遮 音 壁 を 設 置 す る こ と と し て い る 。

ま た 、 起 業 者 が 「 茨 城 県 特 定 動 植 物 分 布

調 査 報 告 書 （ 平 成 ５ ・ ６ 年 ） 」 及 び 「 茨 城

県 野 生 鳥 獣 生 息 分 布 調 査 報 告 書 （ 平 成 1 2 ・

1 3 年 度 ） 」 を 基 に 希 少 な 動 植 物 の 存 在 に つ

い て 確 認 し た と こ ろ 、 本 件 区 間 内 に は 、 絶

滅 危 惧 種 等 の 希 少 な 動 植 物 の 繁 殖 地 等 は 認

め ら れ て い な い 。

な お 、 本 件 区 間 内 に お い て は 、 文 化 財 保
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護 法 （ 昭 和 2 5 年 法 律 第 2 1 4 号 ） に よ る 周 知

の 埋 蔵 文 化 財 包 蔵 地 は 確 認 さ れ て い な い 。

以 上 の こ と か ら 、 本 件 事 業 の 施 行 に よ り

失 わ れ る 利 益 は 軽 微 で あ る と 認 め ら れ る 。

( 3 ) 比 較 衡 量

( 1 ) で 述 べ た 得 ら れ る 公 共 の 利 益 と ( 2 ) で

述 べ た 失 わ れ る 利 益 と を 比 較 衡 量 し た 結 果 、

本 件 事 業 の 施 行 に よ り 得 ら れ る 公 共 の 利 益

が 失 わ れ る 利 益 に 優 越 す る と 認 め ら れ る 。

し た が っ て 、 本 件 事 業 は 、 土 地 収 用 法 第

2 0 条 第 ３ 号 の 要 件 を 充 足 す る と 判 断 さ れ る 。

４ 土 地 収 用 法 第 2 0 条 第 ４ 号 の 要 件 へ の 適 合 性

に つ い て

( 1 ) 申 請 事 業 を 早 期 に 施 行 す る 必 要 性

本 件 事 業 は 、 ３ ( 1 ) で 述 べ た よ う に 、 宅

鉄 法 の 重 点 地 域 の 発 展 の 推 進 及 び こ れ に 伴
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い 増 大 す る 交 通 需 要 に 対 処 す る た め 、 で き

る だ け 早 期 に 安 全 か つ 円 滑 な 交 通 の 確 保 を

図 る た め 施 行 す る 必 要 が あ る と 認 め ら れ る 。

ま た 、 本 件 区 間 に 係 る 県 道 野 田 牛 久 線 （

都 市 軸 道 路 ） は 、 茨 城 県 が 平 成 ７ 年 ３ 月 に

策 定 （ 平 成 1 2 年 1 2 月 改 定 ） し た 「 茨 城 県 長

期 総 合 計 画 」 に お い て 、 県 南 地 域 の 総 合 的

な 都 市 交 通 体 系 を 確 立 す る た め の 都 市 の 骨

格 を 形 成 す る 道 路 と し て 整 備 す る も の と 位

置 づ け ら れ て い る と と も に 、 同 じ く 同 県 が

平 成 1 1 年 ６ 月 に 策 定 し た 「 茨 城 県 の こ れ か

ら の 道 路 整 備 計 画 」 に お い て も 、 活 力 あ る

地 域 づ く り と 地 域 間 連 携 の 支 援 の た め の 道

路 と し て 早 期 に 整 備 を 行 う こ と と さ れ て い

る 。

さ ら に 、 守 谷 市 が 平 成 1 4 年 ３ 月 に 策 定 し
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た 「 守 谷 市 総 合 計 画 」 に お い て も 、 都 市 軸

道 路 の 整 備 を 促 進 す る こ と が 施 策 と し て 定

め ら れ て い る ほ か 、 筑 波 郡 谷 和 原 村 が 平 成

1 3 年 ３ 月 に 策 定 し た 「 谷 和 原 村 第 三 次 総 合

計 画 」 に お い て 、 都 市 計 画 道 路 守 谷 ・ 伊 奈

・ 谷 和 原 線 等 の 整 備 を 進 め 、 骨 格 的 な 道 路

網 の 形 成 を 目 指 す も の と さ れ て い る 。 加 え

て 、 筑 波 郡 伊 奈 町 が 平 成 1 3 年 ３ 月 に 策 定 し

た 「 第 ３ 次 伊 奈 町 総 合 振 興 計 画 」 に お い て

も 、 つ く ば エ ク ス プ レ ス 沿 線 開 発 事 業 な ど

の 土 地 利 用 計 画 に 沿 っ た 幹 線 道 路 の 整 備 を

進 め る こ と と さ れ て い る 。

以 上 の こ と か ら 、 本 件 事 業 を 早 期 に 施 行

す る 必 要 性 は 高 い も の と 認 め ら れ る 。

( 2 ) 起 業 地 の 範 囲 及 び 収 用 又 は 使 用 の 別 の 合

理 性
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本 件 事 業 に 係 る 起 業 地 の 範 囲 は 、 道 路 構

造 令 等 に 定 め る 規 格 に 基 づ き 必 要 な 範 囲 で

あ る と 認 め ら れ る 。

ま た 、 収 用 の 範 囲 は 、 本 体 工 事 及 び 関 連

工 事 の 用 に 恒 久 的 に 供 さ れ る も の で あ る こ

と か ら 、 収 用 又 は 使 用 の 範 囲 の 別 に つ い て

も 合 理 的 で あ る と 認 め ら れ る 。

し た が っ て 、 本 件 事 業 は 土 地 を 収 用 す る

公 益 上 の 必 要 が あ る と 認 め ら れ る た め 、 土

地 収 用 法 第 2 0 条 第 ４ 号 の 要 件 を 充 足 す る と

判 断 さ れ る 。

５ 結 論

以 上 の と お り 、 本 件 事 業 は 、 土 地 収 用 法 第

2 0 条 各 号 の 要 件 を 充 足 す る と 判 断 さ れ る た め 、

土 地 収 用 法 第 2 0 条 の 規 定 に 基 づ き 、 事 業 の 認

定 を す る も の で あ る 。
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